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第　　一　　表

天　皇

神
仁
行
神
徳
中
正
恭
康
略
寧
宗
賢
烈
体
閑
化
明
達
明
峻
古
明
極
徳
明
智
武
統
武
明

崇
垂
景
応
仁
履
反
允
安
雄
清
顕
仁
武
継
安
宣
欽
敏
用
崇
推
静
皇
孝
斉
天
天
持
文
元

宮 名

礎城瑞離宮

巻向珠城宮

纒向日代宮

軽島明宮

難波高津宮

磐余稚桜宮

丹比柴離宮

遠飛鳥宮

石上穴穂宮

泊瀬朝倉宮

磐余甕栗宮

近飛鳥八釣宮

石上広高宮

泊瀬列城宮

磐余玉穂宮

勾金橋宮

桧隈雇入野宮

磯城嶋金刺宮

訳語田幸玉宮

磐余池辺隻槻宮

倉梯柴垣宮

小墾田宮

飛鳥岡本宮

飛鳥板蓋宮

難波長柄豊碕宮

後飛鳥岡本宮

近江大津宮

飛鳥浄御原宮

藤原宮

藤原宮

平城宮

国　・　郡

上
上
上
市
生
市
比
市
辺
上
市
市
宿
辺
上
市
市
市
上
市
市
市
市
市
市
生
市
賀
市
市
市
上

城
城
城
高
東
十
丹
高
山
城
十
高
安
山
城
十
高
高
城
十
十
十
高
高
高
東
高
滋
高
高
高
添

和
和
和
和
津
和
内
和
和
和
和
和
内
和
和
和
和
和
和
和
和
和
和
和
和
津
和
江
和
和
和
和

大
大
大
大
摂
大
河
大
大
大
大
大
河
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
摂
大
近
大
大
大
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

（備考）　宮名の表記は主として日本書紀，続日本

　　紀に依る。1代で複数の宮のあるときは，も
　　っとも著名と思われるもの一つを取った。所
　　在する国郡名は通説，有力説に従った。顕宗
　　天皇の宮の所在地は両説を併記した。
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日
本
古
代
に
お
い
て
、
天
皇
が
皇
居
を
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
地
は
、
八
世
紀

皇
都
の
所
在
地

の
平
城
京
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
が
大
和
お
よ
び
河
内
中
部
の
地
域
に
限
ら
れ

る
。
実
在
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
崇
神
・
垂
仁
・
景
行
の
三
代
と
、
実

在
性
の
強
い
と
さ
れ
る
応
神
以
降
元
明
に
至
る
各
天
皇
の
皇
都
の
所
在
地
を
表
示

す
る
と
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。 直

木

孝

次

区良

冨
空
く
興
寄
白
讐
ρ
磯
＆
。
き
山
導
Φ
8
冨
巴
ω
。
h
冒
℃
き
ぎ
一
冨
き
。
δ
暮
口
σ
q
ρ

大

口禾

ーー」
．

淀

川

と

古

代

の

都



　
　
　
　
　
大
和
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と
古
代
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都

　
い
ま
さ
ら
説
く
ま
で
も
な
い
が
、
表
に
み
え
る
三
十
一
代
の
天
皇
の
う
ち
二
十

七
代
は
大
和
、
二
代
（
反
正
・
顕
宗
）
は
河
内
中
部
で
、
そ
れ
以
外
は
摂
津
が
二

代
目
仁
徳
・
孝
徳
）
、
近
江
が
一
代
（
天
智
）
で
、
大
和
お
よ
び
河
内
中
部
が
圧

倒
的
に
多
い
（
右
の
数
値
で
は
二
十
九
代
と
な
る
が
、
顕
宗
の
皇
都
を
重
複
し
て

数
え
て
い
る
の
で
、
実
数
は
三
十
一
代
中
二
十
八
代
）
。
こ
の
表
に
み
え
る
皇
都

の
記
録
が
、
す
べ
て
歴
史
的
事
実
と
は
い
え
な
い
が
、
皇
都
が
大
和
と
河
内
中
部

に
多
い
こ
と
は
事
実
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
前
記
の
第
｝
表
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
継
体
が
磐
余
玉
穂
に
都
す
る
以
前

に
、
北
河
内
の
随
喜
、
南
山
背
の
筒
城
、
山
背
中
部
の
蔓
忍
（
乙
訓
）
に
数
年
づ

っ
都
を
置
い
た
こ
と
が
書
紀
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
行
宮
的
な
皇
都
を
加

え
て
も
、
大
勢
に
か
わ
り
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
平
城
遷
都
以
後
は
よ
う
す
が
変
っ
て
く
る
。
遷
都
の
地
が
多
く
大
和

・
河
内
以
外
の
地
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
聖
武
朝
の
恭
仁
は
山

背
、
紫
香
楽
は
近
江
、
難
波
は
摂
津
、
淳
仁
朝
の
保
良
は
近
江
、
桓
武
朝
の
長
岡

は
山
背
、
そ
し
て
延
暦
＝
二
（
七
九
四
）
年
の
平
安
遷
都
と
な
る
。
こ
の
間
、
称

徳
朝
に
は
中
河
内
に
弓
削
宮
（
由
義
宮
）
が
造
ら
れ
る
が
、
平
城
京
に
対
し
て
西

京
と
称
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
陪
都
で
あ
っ
て
、
遷
都
と

は
い
え
な
い
。
そ
う
い
え
ば
保
良
宮
も
、
平
城
宮
を
改
造
す
る
あ
い
だ
の
一
時
的

な
遷
都
で
あ
っ
て
、
本
格
的
な
遷
都
で
は
な
い
か
ら
、
別
に
考
え
る
の
が
妥
当
か

も
し
れ
ぬ
。

　
し
か
し
保
良
を
除
い
て
も
、
平
城
京
以
後
の
遷
都
の
さ
き
は
、
大
和
政
権
と
な

が
い
か
か
わ
り
の
あ
る
難
波
の
ほ
か
は
、
恭
仁
・
紫
香
楽
・
長
岡
・
平
安
京
と
す

べ
て
山
背
ま
た
は
近
江
の
地
に
属
し
、
従
来
の
皇
都
の
お
か
れ
た
大
和
や
河
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

は
む
か
は
な
い
。
観
点
を
か
え
れ
ば
、
新
し
い
遷
都
の
地
は
平
城
よ
り
北
に
位
置

す
る
。
こ
の
北
へ
の
遷
都
と
い
う
み
か
た
に
立
て
ば
、
藤
原
京
か
ら
平
城
京
へ
の

遷
都
が
す
で
に
北
へ
向
っ
て
い
る
。
大
観
し
て
い
え
ば
、
都
の
所
在
地
は
八
世
紀

を
境
と
し
て
、
南
か
ら
北
へ
移
る
と
い
え
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
天
智
天
皇
の
近

江
遷
都
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
傾
向
は
す
で
に
七
世
紀
後
半
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

も
い
え
る
が
、
天
智
の
近
江
遷
都
は
白
村
江
敗
戦
後
の
非
常
事
態
で
の
こ
と
で
あ

る
。
全
般
的
に
は
八
世
紀
以
降
、
都
の
所
在
地
に
変
化
が
お
こ
る
と
い
っ
て
よ

い
。　

そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
新
奇
な
解
答
を
用
意
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
古
代
の
大
和
政
権
の
直
接
の
基
盤
の
地
で
あ
る
畿
内
の
地
－
大
和
・

山
背
・
河
内
・
摂
津
・
和
泉
1
を
流
れ
る
二
大
河
川
の
大
和
川
・
淀
川
と
の
関
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係
か
ら
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

二
　
皇
都
と
古
代
豪
族

　
大
和
政
権
は
天
皇
家
（
大
王
家
）
を
中
心
と
す
る
畿
内
の
有
力
豪
族
の
連
合
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
は
、
多
く
の
古
代
史
家
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
て
お
り
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
政
権
を
構
成
す
る
豪
族
の
勢
力
と

天
皇
（
大
王
）
の
権
力
と
の
関
係
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
し
、
両
者
の
強
弱

の
判
定
は
研
究
者
に
よ
っ
て
も
相
違
す
る
所
が
大
き
い
が
、
天
皇
（
大
王
）
の
政

治
的
判
断
が
諸
豪
族
の
勢
力
や
意
向
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
は
行
い
え
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
ま
た
承
認
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
皇
都
の
決
定
は
、
ほ
ん
ら
い
大
王
家
の
私
事
と
し
て
の
性
格
が
強
い
事
項
で
あ



る
が
、
大
和
政
権
の
組
織
が
と
と
の
い
、
国
家
と
し
て
の
体
制
が
固
ま
っ
て
く
る

に
つ
れ
て
公
的
な
性
格
を
増
し
、
諸
豪
族
の
勢
力
を
無
視
し
て
は
決
定
し
に
く
く

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
槻
点
か
ら
皇
都
の
位
置
の
決
定
に
密
接
な
関
係
を
も
っ

た
と
思
わ
れ
る
有
力
豪
旅
の
本
拠
地
を
考
察
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
古
代
の
豪
族
は
、
日
本
師
命
に
「
臣
連
昔
造
国
造
」
（
推
古
二
十
八
年
国
財

条
）
、
「
臣
連
国
造
伴
造
」
（
孝
徳
前
紀
）
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
臣
ま
た
は
連
の

カ
バ
ネ
を
有
す
る
氏
族
が
有
力
と
さ
れ
る
が
、
臣
姓
豪
族
の
な
か
で
は
、
大
臣
の

称
号
を
も
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
葛
城
・
平
群
・
巨
勢
・
蘇
我
の
諸
氏
が
も
っ
と
も

有
力
な
氏
族
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
家
（
以
下
大
王
家
を
含
め
て
こ
う
呼
ぶ
）
と

の
通
婚
の
伝
承
を
も
つ
和
璋
・
春
日
・
大
宅
・
阿
倍
の
諸
氏
は
、
こ
れ
に
つ
ぐ
有

力
氏
族
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
連
壁
豪
族
で
は
、
大
連
の
称
号
を
も
つ
物
部
・
大
伴

の
両
氏
が
と
く
に
目
立
つ
有
力
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
他
天
皇
家
と
通
婚
の
伝
承
を

も
つ
桜
井
田
部
連
（
組
子
妃
）
・
茨
田
辿
（
継
体
妃
）
も
有
力
氏
族
と
い
え
よ
う
。

　
畿
外
に
本
拠
を
も
つ
有
力
氏
族
に
は
、
臣
姓
に
吉
備
・
出
雲
両
氏
、
連
姓
に
尾

張
氏
、
君
国
を
も
つ
氏
族
と
し
て
上
毛
野
・
筑
紫
・
火
の
諸
氏
な
ど
が
数
え
ら
れ

る
が
、
畿
内
豪
族
に
つ
い
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら

畿
内
有
力
氏
族
の
本
拠
地
を
み
る
と
、
そ
の
多
く
は
大
和
ま
た
は
河
内
中
・
南
部

の
地
域
で
あ
っ
て
、
河
川
と
の
関
係
で
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
が
大
和
川
の
流
域
に
は

い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
淀
川
の
流
域
に
含
ま
れ
る
山
背
・
摂
津
・
北
河
内
の
地
域

を
本
拠
と
す
る
有
力
豪
族
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
。

　
個
々
の
豪
族
に
つ
い
て
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
葛
城
・
平
群
・
巨
勢

の
諸
氏
は
い
ず
れ
も
奈
良
盆
地
に
本
拠
を
も
ち
、
蘇
我
氏
は
奈
良
盆
地
南
部
と
す

る
説
と
南
河
内
（
石
川
流
域
）
と
す
る
説
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
和

　
　
　
　
　
大
和
川
・
淀
川
と
古
代
の
都

川
の
流
域
で
あ
る
。
和
耳
・
春
日
・
大
宅
の
諸
氏
は
奈
良
盆
地
東
北
部
、
阿
倍
氏

は
奈
良
盆
地
東
南
部
で
あ
る
。
連
想
の
物
部
・
大
伴
両
氏
は
、
奈
良
盆
地
に
も
基

盤
を
も
つ
が
、
本
来
の
拠
地
は
物
部
氏
が
中
河
内
（
渋
川
・
若
江
両
郡
地
域
）
、
大

伴
氏
が
摂
津
南
部
（
住
吉
郡
）
か
ら
和
泉
へ
か
け
て
の
地
、
桜
井
田
部
氏
の
本
拠
は

河
内
国
河
内
郡
桜
井
郷
ま
た
は
同
国
石
川
郡
桜
井
の
地
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
氏

族
の
本
拠
地
も
ま
た
、
大
和
川
流
域
ま
た
は
そ
れ
に
近
接
す
る
地
域
に
存
す
る
。

　
上
記
の
諸
氏
族
の
う
ち
で
は
、
淀
川
流
域
と
か
か
わ
る
氏
族
は
、
河
内
国
茨
田

郡
の
あ
た
り
を
本
拠
と
す
る
茨
田
氏
く
ら
い
で
あ
る
。
た
だ
し
奈
良
盆
地
東
北
部

の
和
珂
・
春
日
両
氏
の
勢
力
は
、
低
平
な
奈
良
山
丘
陵
を
こ
え
て
淀
川
上
流
で
あ

る
木
津
川
の
流
域
に
及
ん
で
い
た
こ
と
は
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の

両
氏
と
同
族
関
係
に
あ
る
小
野
氏
や
粟
田
氏
の
基
盤
の
地
が
、
や
は
り
淀
川
流
域

で
あ
る
京
都
盆
地
の
東
北
部
に
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
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て
も
、
文
献
に
知
ら
れ
る
古
代
有
力
豪
族
の
大
部
分
は
、
大
和
川
流
域
に
本
拠
の
　
1

地
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
古
代
の
国
家
形
成
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
渡
来
系
豪
族
の
状
態
も
、
こ
の
大
勢

と
大
き
く
は
変
ら
な
い
。
大
和
政
権
と
関
係
の
深
い
渡
来
系
豪
族
に
は
、
東
回
直

・
西
文
首
・
堅
造
の
華
氏
が
あ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
即
興
氏
は
大
和
・
高
市

郡
を
中
心
に
、
西
判
子
は
河
内
・
古
市
郡
を
中
心
に
（
同
族
の
船
氏
や
葛
井
氏
は

丹
比
郡
に
）
勢
力
を
有
し
て
お
り
、
淀
川
流
域
に
関
係
す
る
の
は
京
都
盆
地
の
西

北
部
（
葛
野
郡
）
と
東
南
部
（
紀
伊
郡
）
に
本
拠
を
も
つ
秦
氏
だ
け
で
あ
る
。
そ

し
て
大
和
政
権
と
の
つ
な
が
り
で
は
、
秦
氏
は
東
寺
氏
ほ
ど
密
接
で
は
な
く
、
関

係
を
も
つ
時
期
も
東
漢
・
西
文
両
氏
よ
り
遅
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
た
と
え
ば
推
古
天
皇
の
没
後
、
皇
位
継
承
の
問
題
に
関
係
し
た
氏
族
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



二二唄三篠ゑ鵜、
か
し
文
献
か
ら
知
ら
れ
る
豪
族
名
は
、
そ
の
文
献
が
記
紀
な

初
頭
以
降
に
、
大
和
政
権
を
引
き
つ
い
で
成
立
し
た

政
府
の
関
係
者
の
手
で
成
っ
た
も
の
が
大
部
分
で
あ

ら
、
史
料
と
し
て
の
限
界
が
あ
り
、
古
代
の
畿
内
有

心
で
も
、
大
和
政
権
と
か
か
わ
り
の
少
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

記
録
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
記
紀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

料
と
な
っ
た
帝
紀
・
旧
辞
の
ま
と
め
ら
れ
た
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

六
世
紀
中
葉
ご
ろ
か
一
－
一
以
前
の
豪
族
の
な
か
に

記
紀
に
名
の
残
ら
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
と
思
わ

。
そ
の
欠
を
補
う
た
め
に
は
、
や
は
り
考
古
学
の
力

り
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
六
世
紀
前
半
ご
ろ
ま

畿
内
豪
族
の
存
在
状
態
を
知
る
た
め
の
一
つ
の
目
安

墳丘全長
（m）

ど
主
と
し
て
八

古
墳
分
布
と
畿
内
豪
族

順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0

古　墳　名　所在地

大山（仁徳陵）

誉田山（四神陵）

百舌鳥陵山（履山陵）

河内大塚

渋谷向山（景行陵）

土師にさんざい

仲ノ山　（仲姫墓）

ウワナベ

箸陵（百襲姫墓）

五社神（神功陵）

市庭

行燈山（男神陵）

岡みさんざい

室大字

メスリ山

西三期

市の山（允恭陵）

宝来山（垂三盛）

太田茶臼山（継体陵）

誉田墓山

和泉（堺市）

河内（羽曳野市）

和泉（堺市）

河内（松原市羽曳野市）

大和（天理市）

和泉（堺市）

河内（藤井寺市）

大和（奈良市）

大和（桜井市）

大和（奈良市）

大和（奈良市）

大和（天理市）

河内（藤井寺市）

大和（御所市）

大和（桜井市）

大和（天理市）

河内（藤井寺市）

大和（奈良市）

摂津（茨木市）

河内（羽曳野市）

　486

418－430

，　360

　330

　310

　290

　286

0
8
8
0
0
9
8
0
0
7
7
6
4

8
7
7
5
4
3
3
3
3
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
　
　
　
　
大
和
川
・
淀
川
と
古
代
の
都

み
る
と
、
蘇
我
・
阿
倍
・
采
女
・
高
野
・
許
勢
・
紀
・
桜
井
・
川
辺
（
以
上
臣
姓
）

・
中
臣
・
佐
伯
・
大
伴
（
以
上
雷
門
）
・
難
波
吉
士
な
ど
が
日
本
書
紀
紆
明
前
紀

に
姿
を
み
せ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
大
和
・
河
内
を
本
拠
と
し
て
お
り
、
淀
川

流
域
に
関
係
す
る
氏
族
は
、
難
波
吉
士
以
外
に
は
存
し
な
い
。
そ
の
他
一
々
は
論

じ
な
い
が
、
大
和
政
権
を
構
成
す
る
畿
内
豪
族
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大
和
・
河
内
に

分
布
し
て
い
た
こ
と
が
、
記
紀
そ
の
他
の
文
献
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
八
世
紀
以

前
の
皇
都
が
、
大
和
川
流
域
の
大
和
・
河
内
に
存
在
す
る
の
は
、
大
和
政
権
が
こ

う
し
た
豪
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

と
し
て
、
畿
内
に
お
け
る
古
墳
時
代
前
期
・
中
期
に
属
す
る
前
方
後
円
墳
を
、
墳

丘
の
長
径
の
長
さ
に
よ
っ
て
序
列
し
た
の
が
、
第
二
表
で
あ
る
（
森
浩
一
氏
『
古

墳
と
古
代
文
化
9
9
の
謎
』
に
よ
る
）
。

　
こ
の
う
ち
、
5
・
9
・
1
0
・
1
2
・
1
5
・
1
6
・
1
7
位
の
計
七
基
（
い
ず
れ
も
大

和
）
を
前
期
古
墳
、
他
の
十
三
基
（
大
和
三
基
・
河
内
六
基
・
和
泉
三
基
・
摂
津

一
基
）
を
中
期
古
墳
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
う
ち
淀
川
の
流
域
に
所
在
す

る
の
は
、
1
9
位
の
太
田
茶
臼
山
古
墳
（
摂
津
、
茨
木
市
）
だ
け
で
あ
る
。
他
の
十

九
基
の
う
ち
、
和
泉
の
三
基
（
1
・
3
・
6
位
）
の
所
在
地
は
、
厳
密
に
は
古
代

の
大
和
川
の
流
域
に
は
は
い
ら
ぬ
が
、
大
和
川
流
域
に
近
接
し
、
こ
の
流
域
を
勢

力
圏
と
す
る
豪
族
の
墓
と
み
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
こ
れ
を
．
要
す
る
に
、
古
墳
時
代

前
・
中
期
（
四
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
及
ぶ
）
の
こ
ろ
、
大
和
川
流
域
の
豪
族
は
淀

川
流
域
の
豪
族
よ
り
、
か
な
り
優
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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古
墳
時
代
後
期
に
は
い
っ
て
も
こ
の
大
勢
は
か
わ
ら
な
い
と
思
う
が
、
後
期
を

代
表
す
る
横
穴
式
石
室
を
持
つ
古
墳
か
ら
、
豪
族
の
勢
力
の
大
小
を
判
定
す
る
の

は
容
易
で
は
な
い
。
横
穴
式
石
室
墳
の
場
合
、
そ
の
古
墳
の
大
小
は
、
墳
丘
の
規

模
で
は
か
る
よ
り
、
そ
の
中
に
構
築
さ
れ
た
横
穴
式
石
室
の
規
模
を
基
準
と
す
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
石
室
の
規
模
と
い
っ
て
も
、
奥
行
の
ほ
か
に
幅
や
高
さ

も
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
豪
族
の
勢
力
の
測
定
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
使

用
さ
れ
た
石
の
大
き
さ
や
加
工
の
程
度
、
ま
た
積
み
上
げ
の
技
術
な
ど
を
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
検
討
し
た
う
え
で
、
横
穴

式
石
室
墳
を
、
要
し
た
労
力
の
大
小
に
従
っ
て
序
列
す
る
こ
と
は
、
考
古
学
の
専

門
家
に
と
っ
て
も
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
非
専
門
の
私
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
便
宜
上
、
　
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
石
室
の
奥
行
（
玄
室
と
羨
道

を
含
む
）
の
長
さ
を
基
準
と
し
、
管
見
の
範
囲
で
畿
内
の

の
豪
族
の
勢
力
は
、
淀
川
流
域
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
強
大
で
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
表
に
は
私
の
見
落
し
も
あ
り
、
今
後
の
調
査
で
増
補
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
大
勢
を
覆
え
す
に
は
至
ら
な
い
と
思
う
。

　
以
上
の
古
墳
分
布
の
状
態
か
ら
い
っ
て
、
古
墳
時
代
前
・
中
・
後
期
を
通
じ
、

七
世
紀
中
ご
ろ
に
至
る
ま
で
、
天
皇
家
を
ふ
く
め
て
畿
内
の
有
力
豪
族
は
、
淀
川

流
域
よ
り
も
大
和
川
流
域
に
そ
の
勢
力
基
盤
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

き
に
文
献
か
ら
推
定
し
た
豪
族
の
分
布
と
、
結
論
に
お
い
て
大
き
な
違
い
は
な

い
。
大
局
的
に
い
え
ば
、
こ
の
豪
族
の
分
布
状
態
が
大
王
・
天
皇
の
宮
の
所
在
地

を
規
制
し
、
い
わ
ゆ
る
皇
都
の
ほ
と
ん
ど
が
大
和
川
流
域
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
和
川
流
域
で
も
、
皇
都
の
地
が
河
内
よ
り
大
和
に
多
い
こ

と
は
、
古
墳
時
代
中
期
を
除
く
と
、
大
古
墳
が
河
内
よ
り
大
和
に
多
い
こ
と
に
対

主
要
な
横
穴
式
石
室
墳
を
な
ら
べ
た
の
が
、
つ
ぎ
の
第
三

表
で
あ
る
。
但
し
、
七
世
紀
後
半
以
降
の
い
わ
ゆ
る
終
末

期
古
墳
は
除
い
た
。

　
第
三
表
に
よ
れ
ば
、
表
に
み
え
る
二
十
一
野
中
、
1
・

2
．
4
、
5
，
6
。
9
．
1
0
．
1
2
・
1
3
・
1
7
・
1
9
位
の
十

一
基
が
大
和
、
7
・
8
・
1
1
・
1
6
・
1
8
・
2
1
位
の
六
十
が

河
内
、
1
4
・
1
5
・
2
0
位
の
三
吉
が
摂
津
・
3
位
の
一
基
が

山
背
で
あ
る
。
う
ち
大
和
川
流
域
が
大
和
・
河
内
の
十
七

基
、
淀
川
流
域
が
摂
津
・
山
背
の
三
基
（
右
の
統
計
で
は

四
基
で
あ
る
が
、
1
4
位
の
三
三
古
墳
は
淀
川
流
域
か
ら
は

ず
れ
る
の
で
除
外
）
で
、
六
世
紀
以
降
で
も
大
和
川
流
域

　
　
　
　
　
大
和
川
・
淀
川
と
古
代
の
都

表三第

石室奥行
　（m）国・郡墳名古順位

大和・高市」約25

a
　
3
　
3
　
β
　
」
　
泥
　
4
　
4
　
2
　
　
　
　
3
　
2
　
　
　
　
』
　
β
　
護
　
　
　
　
5
　
2
　
溶

！9

@
1
7
　
1
7
　
1
7
　
1
7
　
1
6
　
1
6
　
1
6
　
1
5
　
1
5
　
1
4
　
1
4
　
1
4
　
1
3
　
1
2
　
1
2
　
1
2
　
1
1
　
1
0
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
　
　
　
　
　
約
　
　
　
　
　
　
　
約

大和・高市

山背・葛野

大和・高市

大和・城上

大和・葛下

河内・高安

河内・河内

大和・忍海

大和・高市

河内・河内

大和・十市

大和・平群

摂津・豊島

摂津・島下

河内・：石川

大和・十市

河内・河内

大和・高市

摂津・島下

河内・石川

丸山

石舞台

蛇毒

岩屋山

狐塚

牧野

愛宕塚

山畑2号

二塚

山子塚

二本松

天王山

宇土塚

高塚

三原

聖徳太子墓

文殊院西

五条

小谷

海北塚

金山

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

@
1
1
　
1
2
　
1
3
　
1
4
　
1
5
　
1
6
　
1
7
　
1
8
　
1
9
　
2
0
　
2
1

五
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大
和
川
・
淀
川
と
古
代
の
都

応
し
て
い
る
。四

　
皇
都
の
移
動

一
大
和
川
水
系
か
ら
淀
川
水
系
へ
一

　
以
上
に
述
べ
た
の
は
、
要
す
る
に
古
代
の
皇
都
は
畿
内
有
力
豪
族
の
多
い
地
域

に
設
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
す
で
に
研
究
者
の
多
く
が
推
測
し
、
予
測
し
て

い
た
こ
と
を
確
認
し
た
に
と
ど
ま
る
。

　
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
八
世
紀
以
降
の
皇
都
の
所
在
地
が
そ
れ
以
前
と
こ
と
な

っ
て
く
る
と
い
う
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
現
象
の
お
こ
る
理
由
を
考
え
る
う
え

に
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
事
実
で
あ
る
と
思
う
。
前
述
の
よ
う
に
八
世
紀
以
降

は
、
都
は
平
城
か
ら
恭
仁
・
紫
香
楽
・
保
良
・
長
岡
・
平
安
へ
と
、
く
り
か
え
し

淀
川
流
域
へ
の
遷
移
が
企
て
ら
れ
る
。
天
平
十
六
年
に
は
、
淀
川
・
大
和
川
の
両

河
共
通
の
流
域
で
あ
る
難
波
へ
の
遷
都
も
試
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
遷
都
の
詔
が

宣
せ
ら
れ
た
だ
け
で
、
実
体
は
と
も
な
わ
な
か
っ
た
（
拙
稿
「
天
平
十
六
年
の
難

波
遷
都
を
め
ぐ
っ
て
」
「
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
所
収
）
。
大
和
川
流
域
か
ら

淀
川
流
域
へ
と
い
う
の
が
、
八
世
紀
以
降
の
遷
都
の
大
勢
で
、
八
世
紀
中
葉
に
は

平
城
京
へ
回
帰
し
た
が
、
結
局
八
世
紀
末
の
七
九
四
年
に
淀
川
流
域
の
平
安
京
に

落
ち
つ
い
て
、
遷
都
騒
ぎ
は
落
着
す
る
。

　
こ
の
傾
向
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
八
世
紀
初
頭
の
藤
原
京
か
ら
平
城
京
へ

の
遷
都
が
す
で
に
内
包
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
前
の
皇

都
の
大
部
分
は
、
さ
き
に
第
一
表
で
み
た
よ
う
に
、
大
和
お
よ
び
河
内
中
部
に
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

在
す
る
が
、
そ
の
大
和
の
皇
都
の
所
在
地
の
ほ
と
ん
ど
は
、
城
上
・
十
市
・
高
市

の
三
郡
の
地
域
で
、
河
内
中
部
と
と
も
に
大
和
川
と
の
か
か
わ
り
が
極
め
て
深

い
。
そ
れ
に
く
ら
べ
て
平
城
京
は
、
低
平
な
奈
良
山
の
丘
陵
を
こ
え
る
と
、
た
や

す
く
淀
川
上
流
の
木
津
川
流
域
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
平
城
京
の
人
々

は
、
難
波
と
の
交
通
に
し
ば
し
ば
木
津
川
・
淀
川
の
水
路
を
利
用
し
（
拙
稿
「
難

波
使
社
下
月
足
と
そ
の
交
易
」
『
難
波
宮
趾
の
研
究
』
第
七
、
所
収
）
、
平
城
京
で

の
必
要
な
物
資
は
、
こ
の
ル
ー
ト
、
ま
た
は
琵
琶
湖
・
勢
多
川
・
木
津
川
の
ル
ー

ト
で
輸
送
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
し
て
み
る
と
、
大
和
川
本
流
で
あ
る
初
瀬
川
に
近
く
、
支
流
飛
鳥
川
が
京
域
を

貫
通
し
て
い
る
藤
原
京
か
ら
、
奈
良
盆
地
北
端
の
平
城
京
へ
の
遷
都
は
、
大
和
川

流
域
か
ら
淀
川
流
域
へ
の
動
向
を
先
取
り
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
八
世
紀
以
降
、
淀
川
流
域
に
と
く
に
強
力
な
豪
族
が
生
起
し
た
と
考
え

　
　
　
補
註
（
－
）

ら
れ
な
い
こ
と
（
但
し
、
藤
原
氏
に
つ
い
て
は
後
述
）
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
動
き
が
起
っ
た
の
は
、
大
和
川
流
域
の
豪
族
が
か
つ
て
の
勢
力
を
失
い
、
皇
都

の
所
在
を
規
制
す
る
力
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　
こ
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
畿
内
有
力
豪
族
の
勢
力
失
墜
は
、
原
理
的
に

い
え
ば
、
律
令
制
の
形
成
と
と
も
に
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
律

令
体
制
は
、
大
和
政
権
を
構
成
す
る
畿
内
有
力
豪
族
の
特
権
的
地
位
を
保
全
す
る

た
め
に
多
く
の
規
定
を
設
け
、
石
母
田
正
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
律
令
国
家

は
「
支
配
階
級
が
、
そ
の
『
共
同
利
害
」
を
ま
も
る
た
め
の
土
ハ
同
の
『
機
関
』
と

し
て
の
国
家
機
構
」
を
持
っ
て
は
い
る
が
（
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』
第

三
章
「
国
家
機
構
と
古
代
官
僚
制
の
成
立
」
）
、
　
一
方
、
個
人
の
能
力
に
も
と
づ
い

て
構
成
・
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
も
う
一
つ
の
原
則
と
す
る
律
令
官
僚
制
は
、
い
や
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応
な
く
、
古
代
氏
族
を
分
裂
さ
せ
、
弱
体
化
さ
せ
る
。
壬
申
の
乱
を
経
て
強
化
さ

れ
た
天
皇
権
力
は
、
豪
族
の
弱
体
化
を
早
め
た
で
あ
ろ
う
。

　
天
皇
権
力
は
天
武
朝
を
ピ
ー
ク
と
し
て
次
第
に
低
下
し
た
が
、
一
度
下
り
坂
に

向
つ
た
畿
内
豪
族
は
、
天
皇
家
と
幾
重
も
の
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
新
興
の
藤
原
氏

以
外
は
、
ふ
た
た
び
も
と
の
勢
力
を
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。　

さ
き
に
私
は
、
八
世
紀
以
降
、
淀
川
流
域
に
と
く
に
強
力
な
豪
族
の
生
起
は
な

か
っ
た
、
と
述
べ
た
が
、
ひ
と
り
隆
盛
を
誇
る
藤
原
氏
が
淀
川
流
域
と
関
係
が
深

い
の
は
、
興
味
が
あ
る
。

　
藤
原
氏
中
興
の
祖
で
あ
る
鎌
足
（
も
と
中
臣
精
子
）
の
出
生
地
は
、
大
和
国
高

市
郡
大
原
と
伝
え
ら
れ
（
『
藤
氏
家
伝
』
）
、
ま
た
常
陸
の
鹿
島
と
も
い
う
（
『
大

鏡
』
）
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
淀
川
流
域
と
関
係
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
日
本
書
紀

の
皇
極
三
年
正
月
条
に
、

　
　
中
臣
鎌
子
連
を
以
て
神
祇
伯
に
拝
す
。
再
三
固
辞
し
て
就
か
ず
。
疾
と
称
し

　
　
て
退
き
、
三
嶋
に
居
る
。

と
い
う
有
名
な
記
事
が
あ
る
。
神
祇
伯
の
語
は
書
紀
編
者
の
潤
色
修
文
で
あ
ろ
う

が
、
三
嶋
崇
信
の
こ
と
は
疑
う
に
及
ぶ
ま
い
。
こ
の
三
嶋
は
い
う
ま
で
も
な
く
摂

津
国
の
三
嶋
（
の
ち
島
上
・
雨
下
両
郡
と
な
る
）
で
、
淀
川
右
岸
に
位
置
す
る
。

鎌
足
は
こ
の
地
域
に
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
，
年
代
が
下

る
が
、
室
町
時
代
中
期
に
成
っ
た
『
多
武
峯
縁
起
』
に
は
、
鎌
足
の
遺
体
を
摂
津

国
島
下
郡
阿
威
山
（
茨
木
市
大
字
安
威
）
に
葬
っ
た
と
い
う
所
伝
が
あ
る
。

　
ま
た
鎌
足
は
、
天
智
朝
、
都
が
近
江
大
津
に
遷
さ
れ
た
機
会
に
近
江
に
勢
力
を

ひ
ろ
め
、
以
後
代
々
藤
原
氏
が
近
江
を
勢
力
の
基
盤
と
す
る
基
礎
を
作
っ
た
と
い

　
　
　
　
　
大
和
川
・
淀
川
と
古
代
の
都

わ
れ
る
。
鎌
足
の
子
、
不
軍
門
の
長
子
武
智
麻
呂
、
武
智
麻
呂
の
第
二
子
仲
麻
呂

は
近
江
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
仲
麻
呂
が
近
江
守
在
任
（
但
し
兼
官
）
中
の
天
平
宝
字

四
年
八
月
に
は
、
勅
し
て
不
比
等
の
功
績
を
賞
し
、

　
　
追
い
て
近
江
国
十
二
郡
を
以
て
、
封
じ
て
淡
海
公
と
為
す
。

と
続
日
本
紀
に
見
え
る
。
近
江
一
国
を
藤
原
氏
の
封
戸
に
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
近
江
国
は
畿
外
で
あ
る
が
、
淀
川
水
系
の
流
城
に
含
ま
れ
．
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
藤
原
氏
一
族
の
な
か
に
は
、
京
都
盆
地
に
勢
力
を
張
る

秦
氏
と
婚
姻
関
係
を
持
つ
も
の
の
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

不
比
等
の
第
四
子
宇
合
の
子
清
成
は
秦
朝
元
の
女
を
迎
え
て
盗
品
を
も
う
け
、
不

比
等
の
第
二
子
房
前
の
孫
小
黒
麻
呂
は
秦
嶋
麻
呂
（
秦
下
嶋
麻
呂
と
も
い
う
）
の

女
を
嬰
っ
て
葛
野
麻
呂
を
う
ん
だ
（
喜
田
貞
吉
『
帝
都
』
、
林
屋
辰
三
郎
「
平
安

新
京
の
継
済
的
支
柱
」
『
古
代
国
家
の
解
体
』
所
収
）
。

　
新
興
の
藤
原
氏
は
五
、
六
世
紀
以
来
の
旧
族
が
勢
力
を
も
つ
大
和
川
流
域
に

は
、
あ
ら
た
に
基
盤
を
作
る
余
地
が
な
い
と
み
て
、
淀
川
流
域
に
進
出
を
企
て
た

の
か
と
思
う
が
、
そ
の
理
由
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
七
世
紀
中
葉
以
降
に
淀
川
水
系

の
流
域
に
拠
地
を
求
め
た
藤
原
氏
の
興
隆
は
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
衰
退
の
色
の
み
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
註
（
2
）

は
じ
め
た
大
和
川
水
系
流
域
の
有
力
氏
族
と
対
照
的
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
長
山
泰
孝

氏
の
論
文
「
古
代
貴
族
の
終
焉
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
一
四
）
を
参
照
し
て
、

大
和
川
流
域
氏
族
の
運
命
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

五
　
古
代
豪
族
の
没
落

長
山
氏
は
八
世
紀
に
お
け
る
貴
族
勢
力
の
実
態
を
考
え
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

「
律
令
国
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大
和
川
・
淀
川
と
古
代
の
都

家
に
お
け
る
最
高
の
政
策
決
定
機
関
で
あ
る
太
政
官
で
国
政
を
担
当
し
た
氏
族
に

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
設
問
し
、
み
ず
か
ら
そ
れ
に

答
え
て
、
大
宝
元
年
か
ら
天
平
宝
字
八
年
の
仲
麻
呂
の
乱
以
前
に
、
左
大
臣
以
下

参
議
ま
で
の
議
政
官
を
出
し
た
氏
族
の
一
覧
表
を
作
製
さ
れ
た
。
そ
れ
を
転
載
し

た
の
が
、
第
四
表
で
あ
る
。
宝
字
八
年
ま
で
と
し
た
の
は
、
そ
れ
以
後
の
道
鏡
政

権
下
で
は
政
治
が
い
ち
じ
る
し
く
変
則
的
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

三四第

［左遷右畑大払中網参議

○
　
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
　
　
○
0
0
0
0
0
0
0
0

○
○
○
○
○
○
○
○
○

0
0
0
0

○
○
○
○

比
上
原
　
倍
伴
　
勢
川
田
向
野
臣
野
野
養

治
　
　
　
橘
　
　
　
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
　
　
犬

葺
石
藤
　
阿
大
　
巨
石
甲
高
小
中
下
大
県

　
ま
た
太
政
官
主
脳
部
の
構
成
を
八
世
紀
初
頭
の
あ
る
年
、
た
と
え
ば
慶
雲
二
年

（
七
〇
五
）
四
月
に
つ
い
て
み
る
と
、
知
太
政
官
事
目
刑
部
親
王
、
右
大
臣
目
石

上
朝
臣
、
大
納
言
1
1
藤
原
朝
臣
・
紀
朝
臣
、
中
納
言
1
1
粟
田
朝
臣
・
高
向
朝
臣
・

阿
倍
朝
臣
、
参
議
”
大
伴
宿
祢
・
下
毛
野
朝
臣
・
小
野
朝
臣
、
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
第
四
表
の
氏
族
も
こ
こ
に
挙
げ
た
氏
族
も
、
奈
良
時
代
に
あ
ら
た
に
家
を
立

て
た
粗
膳
以
外
、
す
べ
て
五
、
六
世
紀
以
来
の
旧
豪
族
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

粟
田
・
小
野
な
ど
の
淀
川
流
域
の
豪
族
が
み
ら
れ
る
が
、
主
力
は
や
は
り
大
和
川

流
域
の
氏
族
で
あ
る
。
多
治
比
氏
の
本
拠
地
は
さ
き
に
説
明
し
な
か
っ
た
が
、
真

人
姓
の
皇
親
氏
族
で
あ
る
か
ら
大
和
を
本
拠
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。
多
治
比
（
丹

比
）
の
地
に
関
係
あ
り
と
し
て
も
、
大
和
川
水
系
の
流
域
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
れ
ら
諸
氏
族
の
多
く
は
、
八
世
紀
を
通
じ
て
勢
力
を
急
な
う
。
ま
ず
比

較
的
弱
小
な
氏
族
で
あ
る
粟
田
・
高
向
・
小
野
・
下
毛
野
・
大
野
・
県
犬
養
の
諸

氏
が
太
政
官
か
ら
姿
を
消
し
、
阿
倍
・
大
伴
・
紀
・
巨
勢
・
石
川
な
ど
比
較
的
有

力
な
氏
族
の
姿
も
次
第
に
少
な
く
な
る
。
た
と
え
ば
奈
良
時
代
も
末
近
い
宝
亀
三

年
（
七
七
二
）
の
太
政
官
の
構
成
は
、
右
大
臣
以
下
十
二
人
の
う
ち
藤
原
氏
が
九

人
（
う
ち
藤
原
清
河
は
在
唐
）
、
他
に
藤
原
氏
の
同
族
の
大
中
臣
氏
と
、
皇
親
氏

族
の
文
室
氏
と
が
各
一
人
、
天
皇
家
・
藤
原
氏
系
以
外
の
氏
族
は
石
上
氏
（
宅

嗣
）
た
だ
一
人
で
あ
る
。
長
山
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
「
宝
亀
末
年
か
ら
延
暦

期
に
か
け
て
、
太
政
官
に
お
け
る
旧
氏
族
層
の
勢
力
は
一
時
回
復
す
る
か
に
み
え

る
が
、
平
安
時
代
に
入
る
と
衰
退
の
勢
は
も
は
や
と
ど
め
よ
う
が
な
く
、
九
世
紀

末
に
は
議
政
官
の
ほ
と
ん
ど
が
藤
原
氏
と
賜
姓
皇
族
の
源
氏
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

る
に
い
た
る
。
」
（
長
山
「
政
治
の
起
伏
」
直
木
編
『
奈
良
』
吉
川
弘
文
館
、
所
収
）

　
旧
貴
族
層
の
没
落
の
原
因
は
と
も
あ
れ
、
八
世
紀
以
降
の
政
府
首
脳
部
は
、
大

和
川
流
域
の
豪
族
の
意
向
や
実
勢
力
を
そ
ん
な
に
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
首
都
の

位
置
を
決
定
す
る
自
由
を
え
た
。
か
つ
て
の
近
江
遷
都
が
失
敗
に
お
わ
っ
た
時
と

は
、
情
勢
は
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
政
府
首
脳
部
に
大
き
な
比
重
を
も
つ

藤
原
氏
は
、
他
の
多
く
の
旧
氏
族
と
こ
と
な
り
、
淀
川
流
域
に
も
勢
力
基
盤
を
有

し
て
い
る
。

　
そ
の
う
え
大
和
川
の
流
域
が
大
和
・
河
内
の
二
国
で
あ
る
の
に
対
し
、
淀
川
の
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流
域
は
、
河
内
・
摂
津
・
山
背
の
三
国
だ
け
で
な
く
、
伊
賀
・
近
江
・
丹
波
な
ど

畿
外
の
地
に
及
び
、
流
域
面
積
は
大
和
川
よ
り
は
る
か
に
広
大
で
あ
る
（
淀
川
水

系
の
流
域
は
約
八
二
四
〇
平
方
キ
ロ
、
大
和
川
水
系
は
約
一
〇
七
〇
平
方
キ
ロ
。

平
凡
社
『
世
界
大
百
科
辞
典
』
に
よ
る
。
）
。
地
域
の
開
発
が
す
す
め
ば
、
淀
川
流

域
の
生
産
力
は
大
和
川
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
種
々
の
理
由
が
重
な
っ
て
、
八
世
紀
以
降
、
遷
都
は
奈
良
盆
地
南
部

か
ら
北
方
を
目
ざ
し
、
淀
川
流
域
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
そ
の
も
っ
と
も
主
要
な
理
由
と
し
て
、
大
和
川
流
域
を
基
盤
と
す
る
氏
族
の

衰
退
を
挙
げ
た
い
の
で
あ
る
。

補

註
（
1
）
　
葛
城
王
は
七
三
六
（
天
平
八
）
年
に
氏
姓
を
賜
っ
て
橘
宿
祢
の
氏
を
お
こ
し
、

橘
諸
兄
と
な
っ
た
が
、
『
尊
卑
分
脈
」
や
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
「
号
井
手
左
大
臣
」

と
あ
り
、
山
背
国
綴
喜
郡
に
別
業
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
木
津
川
沿
岸
に
勢
力
の
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
八
世
紀
以
降
に
淀
川
流
域
に
勢
力
基
盤
を
も
っ
た
氏
族
の

一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
橘
氏
は
諸
兄
の
没
後
の
七
六
七
（
天
平
宝
字

元
）
年
、
諸
兄
の
長
子
奈
良
麻
呂
が
反
乱
に
失
敗
し
て
勢
力
を
失
っ
た

（
2
）
　
藤
原
氏
の
親
族
で
あ
る
大
中
臣
諸
魚
の
邸
宅
が
山
城
国
の
鴨
御
祖
社
の
南
に
あ

っ
た
こ
と
が
、
『
類
聚
三
代
格
」
所
収
、
承
和
十
一
年
十
二
月
の
官
符
に
み
え
る
。
し

か
し
諸
魚
は
平
安
遷
都
よ
り
三
年
の
ち
の
七
九
七
（
延
暦
一
六
）
年
ま
で
生
存
し
て
い

る
か
ら
、
こ
の
邸
宅
は
遷
都
後
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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